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● 今後の計画

新庁舎オープン後の利用者の声や、利用状況をお伺いしたり、新庁舎建設への進捗状況をお伝えできればと思います。

問い合わせ先 （一社）北海道建築士会　旭川支部　青年委員会 担当者 菅原　雅章

イベントの様子 会場全体

● 今後の課題

一般の方にも参加していただき建築士会の活動を周知していただく。

連携･協力組織

13名 13名

参
加
者

会員 建築士

４７名 ４７名

●活動収支 収入 収入なし 支出 支出なし

●来場者
運
営
側

建築士会

【 開催日･場所 】
H３０年１月１７日(水)　旭川トーヨーホテルにて

【 内容 】
当麻町役場と旭川市役所の方に講師としてお越しいただき下記の内容について講習を行う。
①「当麻町の地場産材を活用した庁舎づくりについて」当麻町役場
②「旭川市新庁舎建設について」　旭川市役所
【成果】
当麻町役場と旭川市役所の方々にお越しいただき各庁舎の特徴を伺い、それぞれの街の特色を生かされた内容のお話しをしていた
だき、参加していただいた方々に高い興味を持っていただく事ができました。

● 集客方法

子ども 計一般他団体 計

多くの方が普段利用する庁舎について、旧庁舎の老朽化や防災等の問題を立案から新庁舎建設にいたるまでどのような課程で進め
られてきたのか、また、新庁舎を建設するにあたりコンセプトや特徴を生かす工夫を知ってもらう。

● 活動目的

講習会を通してを旭川近郊の庁舎建設の動向を知っていただき、今後の仕事や知識として生かしていく事を目的とする。また，新
庁舎建設を通して、自然環境への配慮や防災についての考え方を周知していただく。

● 活動内容と成果

□建築物調査､保存･再生　■景観形成､街並み保存･修景　□地域活性化　□教育･人づくり
■防災まちづくり　□ユニバーサルデザイン　□環境保全　□住まいづくり　■住環境整備　□会員拡大
□建築士（会）の周知　□次世代育成　□その他（　　）

● 企画運営団体 ■上記建築士会名　　□その他（　　　　　）

● 活動の背景

北海道建築士会青年委員会 活動事例報告シート

平成３０年度 □道央ブロック　□道南ブロック　□道東ブロック　■道北ブロック

建築士会名
（支部等含む）

北海道建築士会旭川支部 事業名 講習会「旭川近郊における庁舎建設の動向について」

会員への呼びかけ。

● 活動の種別
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● 今後の課題

開催日が市内の小学校の学芸会と重なり子供たちの参加が少ない、運営する会員の人数が足りないなどがありました。
開催日時の検討が必要でした。

● 今後の計画

今後も続けて開催し、もっとたくさんの子供たちに建築の楽しさを知って貰いたい。
子供たちと触れる事で会員側としても良い勉強になったと思うので対応する会員を増やしたい。

問い合わせ先 宗谷支部青年部 担当者 青年部長　三国　竜

連携･協力組織 稚内市

写真貼付欄 写真貼付欄

写真①　イベントの様子 写真②　稚内市住宅相談の様子

学生 合計

3 5 0 50 0 58

建築士の仕事や建築士会活動を一般市民にＰＲするとともに、将来を担う子どもたちに「建築士」に、夢や憧れを抱い
ていただけるよう、楽しく「建築」に触れ合うことのできるイベントを目指す。
また、稚内市と協力し住宅相談窓口も開設。市民の住宅への疑問、耐震についてなど市民が住宅に関して不安に思って
る事も把握出来る。
● 活動内容と成果
【内容】
１.建築士のお仕事体験　①理想のおうちを描いてみよう　②ブロックでまちづくり　③おうちの間取りを考えよう

④おりがみ建築
※それぞれのお仕事を体験すると、イベント通貨「チーク」を給料としてもらうことができ、そのお金で模擬店の

お菓子を自由に買うことができる。
２.稚内市住宅相談
３.建築士会活動のパネル展示
※全て参加無料
【成果】
　子供たちがブロックで家を作る、家の間取りを考えるなど、イベントを通して少しでも建築に興味を持ち、そして魅
力を発見できたのではと思います。遊びの中から物づくりの楽しさを学び、将来なりたい職業となって貰えたら嬉しい

●活動収支

●参加者
青年建築士 一般会員 一般建築士 一般

・事業予算 550,000 円/年

・事業方針

● 活動目的

活動のキーワードは「地域貢献」「仲間づくり」「スキルアップ」とし、会員の技術の研鑽と会員相
互の連携に努めるとともに、建築士会のブランド力アップに努める。

● 活動の種別 ■地域貢献　□スキルアップ　□仲間づくり

● 主催団体 ■青年部　■その他(稚内市)

● 活動組織の概要（青年部の人員・事業予算・事業方針）

・人 　員 30名

北海道建築士会青年委員会 活動事例報告シート
平成28年度 □道央ブロック　□道南ブロック　□道東ブロック　■道北ブロック

支部名 宗谷支部 事業名 お仕事体験イベント



学生 合計一般会員 一般

　・人　　員

●活動収支

平成29年度

稚内の短い夏に毎年開催される宗谷支部の恒例行事として、青年部会員が自ら企画・運営することにより会員間の交流
を深め、また、建築関係者や一般市民の方々の来場者への建築士会活動のＰＲを行うとともに、皆が楽しめる集いの場
を提供することを目的としています。

● 活動目的

事業名

写真②　会場の様子

2750

担当者

15

北海道建築士会青年委員会 活動事例報告シート

● 活動の種別

● 主催団体 ■青年部　□その他（　　　　　）

【内容】
　会場は立食のパーティーとなっており、ビンゴ大会や大抽選会が行われ、会場側方では縁日的にヨーヨー釣りを、会
場後方ではおつまみ販売コーナー（チケット交換以外の食べ物）を行っています。また、会場入り口横には建築士会活
動のパネルと展示してＰＲに努めています。青年部にて、総合司会、アトラクション及び大抽選会の司会、受付など全
てを運営をしています。
尚、チケットは１枚２,０００円（ビール４杯引換券付）で、青年部会員の方々が販売しています。
【成果】
　建築士会青年部で全てを運営していることから、活動のＰＲができることで、建築士会の知名度を上げることができ
たと思います。多少の収益が得られることから他の青年部活動に充てることが出来ます。

問い合わせ先

　毎年企画が同じでマンネリ化しています。

● 今後の計画

連携･協力組織

TEL 0162-32-7428
宗谷支部青年部

e-mail連絡先 0162-33-4956 r_mikuni@ishiken-cs.co.jp

●参加者

FAX

　市民サークル等の参加協力により新たな催し物の企画や屋外での開催を検討し、広く多くの市民の方が来場して頂け
るようにしていきたい。

● 今後の課題

ホームページアドレス http://www.h-ab.com/z-souya/

写真貼付欄 写真貼付欄

青年部長　三国　竜

● 活動内容と成果

宗谷支部

30名

■地域貢献　□スキルアップ　■仲間づくり

300

青年建築士 一般建築士

10

□道央ブロック　□道南ブロック　□道東ブロック　■道北ブロック

写真①　会場の様子(余興)

● 活動組織の概要（青年部の人員・事業予算・事業方針）

　・事業予算

活動のキーワードは「地域貢献」「仲間づくり」「スキルアップ」とし、会員の技術の研鑽と会員相互の連携に努
めるとともに、建築士会のブランド力アップに努める。

0

550,000 円/年

建築士会ビールパーティー支部名

　・事業方針
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● 今後の課題

　講習期間が12日間あり、かつ夜間での講習となることから、講師を受ける会員への負担が大きい。また、対応できる
会員が限られている。

● 今後の計画

　対応できる会員を増やし、数人体制で実施できるよう検討する。

問い合わせ先 宗谷支部青年部 担当者 青年部長　三国　竜

連携･協力組織 　北海道立旭川高等技術専門学院

写真貼付欄 写真貼付欄

写真①　講習の様子 写真②　講習の様子

学生 合計

2 0 0 15 0 17

北海道立旭川高等技術専門学院からの講師依頼を受け、新しい知識や更に高めたい技術・技能を習得する向上訓練であ
る「能力開発セミナー　ＣＡＤ製図訓練」受講者に対し講習を行うことにより、地域貢献と今後の支部活動及び会員自
身の仕事と士会活動に生かすことを目的としています。

● 活動内容と成果
【内容】
　２月から３月の期間に１２日間（述べ24時間）の訓練日数により、ＪＷ-ＣＡＤによる建築平面図や電気・配管設備
図作成の操作技法を講師として講習会を実施。
　
【成果】
　受講者の知識・技能習得に対する支援、士会活動の市民や関係団体への理解・ＰＲが出来たと思います。

●活動収支

●参加者
青年建築士 一般会員 一般建築士 一般

　・事業予算 550,000 円/年

　・事業方針

● 活動目的

活動のキーワードは「地域貢献」「仲間づくり」「スキルアップ」とし、会員の技術の研鑽と会員相
互の連携に努めるとともに、建築士会のブランド力アップに努める。

● 活動の種別 ■地域貢献　□スキルアップ　□仲間づくり

● 主催団体 □青年部　■その他（北海道立旭川高等技術専門学院）

● 活動組織の概要（青年部の人員・事業予算・事業方針）

　・人　　員 30名

北海道建築士会青年委員会 活動事例報告シート
平成28年度 □道央ブロック　□道南ブロック　□道東ブロック　■道北ブロック

支部名 宗谷支部 事業名 能力開発セミナー　ＪＷ-ＣＡＤ講習（後援事業）



北海道建築士会青年委員会 活動事例報告シート
平成28年度 □道央ブロック　□道南ブロック　□道東ブロック　■道北ブロック

支部名 宗谷支部 事業名 北門神社祭　神輿渡御（地域貢献・交流事業）

● 活動の種別 ■地域貢献　□スキルアップ　■仲間づくり

● 主催団体 □青年部　■その他（五十鈴会）

● 活動組織の概要（青年部の人員・事業予算・事業方針）

　・人　　員 30名

　・事業予算 550,000 円/年

　・事業方針

● 活動目的

活動のキーワードは「地域貢献」「仲間づくり」「スキルアップ」とし、会員の技術の研鑽と会員相
互の連携に努めるとともに、建築士会のブランド力アップに努める。

　本祭を通じて次代を担う子供たちに地域の伝統や文化を伝えていくこと、会員間の相互の連携、仲間意識を深め、地
域の活動に積極的に関わっていくことでの地域の活性化を目的としています。

● 活動内容と成果
【内容】
　７月５日に開催される稚内で伝統ある北門神社祭の神輿渡御への担ぎ手団体として毎年参加。
　
【成果】
　他の担ぎ手団体と共に活気あるまちづくりと地域への貢献、士会活動の市民や関係団体へのＰＲが出来たと思いま
す。

●活動収支

●参加者
青年建築士 一般会員 一般建築士 一般 学生 合計

25 0 0 275 0 300

連携･協力組織 　担ぎ手団体

写真貼付欄 写真貼付欄

写真①　神輿渡御の様子 写真②　神輿渡御の様子

● 今後の課題

　新規会員がなく青年部会員数が減っていくことで団体としての担ぎ手が減少している。

● 今後の計画

　趣旨に賛同し、共に参加できる若い力を募り、団体の担ぎ手人数を確保する。

問い合わせ先 宗谷支部青年部 担当者 青年部長　三国　竜

r_mikuni@ishiken-cs.co.jp
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